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在原業平における漢詩文の受容
―
  賀歌「桜花散りかひくもれ」
  ―
久
　
保
　
瑞
　
代
はじめに
　　　　
堀ほりかはのおほいまうちぎみ
川大臣
の四
よそ
十ぢの
賀、九条の家にてしける時によめる

在原業平朝臣
　　
桜花散りかひくもれ老いらくの来むといふなる道まがふがに

（古今集・巻七・三四九）
　『古今集』巻七賀の部は二十二首の和歌から成る。そのうちの二十一首は算賀、人が一定の年齢（四十・五十・六十・七十歳など）に達した祝いに際して、他の人が詠んで贈った歌である
（１）
。後の勅撰
集賀の巻には算賀以外に産養や五十日、加冠、裳着などを祝う歌、贈り物を献上する際に添える歌なども収められているが、 『古今集』の場合、賀歌すなわち算賀の歌といった趣きがある。ほぼ詠作年代の古い順に並べられてい ようで 巻の冒頭に読人しらずの四首次いで光孝天皇が僧正遍昭に七十賀を賜った歌、そして光孝のおばが八十賀に銀の杖を贈られた際の代詠（遍昭作）があり、右の業平歌はその次に位置する。　「堀河大臣」藤原基経が四十歳となるのは貞観十七年（八七五） 、当時基経は摂政右大臣の地位 あり、五条堀河の東に南北二町 東
西一町の広大な屋敷（堀河第）を構えていたので「
堀ほりかはのおほいまうちぎみ
川大臣
」と
呼ばれた。詞書によると四十賀は九条の別邸で行われたことになる。業平はこの年、五十一歳であった。　
賀歌には次のように永遠ともいえる時間を表す言葉や、長寿不変
の典型である景物を詠み込むのが一つの型となっている。　　
わが君は千代に八千代にさざれ石の巌となりて苔のむすまで

（古今集・三四三・読人しらず）
　　
わたつ海の浜の真砂をかぞへつゝ君が千年のあり数にせよ

（古今集・三四四・読人しらず）
　　
春くれば屋戸にまづ咲く梅の花君が千年のかざしとぞみる

（古今集・三五二・紀貫之）
　　
万世を松にぞ君をいはひつる千年のかげにすまむと思へば

（古今集・三五六・素性法師）
　
これらと比べると、業平の詠は賀歌として異質な印象を受ける。
松田武夫氏は業平歌について次のように解説してい
（２）
。
　　
 これまでの長寿を祈る賀算の和歌に比すると、こ 歌の持つ清新な華麗さは、特に眼を引く。初老 賀の始め して受け入れようとするので なく、老いそのものを拒否しようとする意志が、命令形となって響きを強めるのであるが、そうい 、賀算
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の和歌としては一風変った発想をたすけ、この歌を清新なものにしているのは、花吹雪の散り舞う晩春の光景である。古来散る花を惜しんだ歌 数限りないが、この歌はむしろ、花吹雪となり、散り乱れるこ を希求する。 （中略）おもうさま散れ、散って散って、しのびよる「老」の眼をくらませてくれ そして花吹雪のこちら側には、永遠の生命が続くように。
　
本稿では、松田氏のいう「この歌の持つ清新な華麗さ」や「老い
そのものを拒否し」 、桜花の「散り乱れることを希求する」発想の淵源を探り、 『万葉集』以来の和歌の表現・発想 漢詩文の表現や発想・表現が、どのように融合する中で生まれたかについて考察してみたい。
一
　「推移する時間」の形象化
　
業平歌の第三句・四句「老いらくの来むといふなる」について
は、 『白氏文集』の「唯有老到來、人間無避處」 （送春・巻十・
487 ）
や「鏡裏老來無避處、樽前愁至有消時」 （鏡換杯・巻五十三
2631 ）
などの詩句をふまえていることが金子彦二郎氏によって指摘され、ほぼ定説となっている
（３）
。白居易は「老到来」 、 「老来」という詩句を
多くの詩に用いてい
る（４）
。 「嘆老」というテーマが唐代の詩に大いに
流行したこともあろうが、貶謫の憂き目を見 り、健康にもそれほど自信がなく、権謀術数、政争の絶え間がない中唐の官僚世界を生きた白居易は人一倍「老到来」に鋭敏であった。　
まず金子氏の指摘する「送春」詩の全体を見ておきたい。
　　　
　
送春
　
　　
三月三十日
　　
三月三十日
　　
春歸日復暮
　　
春歸り
　
日復た暮る
　　
惆悵問春風
　　
惆悵として春風に問へば
　　
明朝應不住
　　
明朝
　
應まさ
に住
とど
まらざるべしと
　　
送春曲江上
　　
春を送る
　
曲きよく
江かう
の上
ほとり
　　
眷眷東西顧
　　
眷けん
眷けん
として東西に顧みる
　　
但見撲水花
　　
但た
だ見る
　
水を撲
う
つ花
　　
紛紛不知數
　　
紛紛として數を知らず
　　
人生似行客
　　
人生は行
かう
客かく
に似て
　　
兩足無停歩
　　
兩足
　
歩を停むること無し
　　
日日進前程
　　
日じつ
日じつ
　
前程を進む
　　
前程幾多路
　　
前程
　
幾多の路ぞ
　　
兵刄與水火
　　
兵刄と水火と
　　
盡可違之去
　　
盡ことごと
く之を違
さ
り去るべし
　　
唯有老到來
　　
唯だ老いの到来する有るのみ
　　
人間無避處
　　
人じん
間かん
に避くる處無し
　　
感時良爲已
　　
時に感じて良
まこと
に已
や
めりと爲し
　　
獨倚池南樹
　　
獨り池南の樹に倚
よ
る
　　
今日送春心
　　
今日
　
春を送る心
　　
心如別親故
　　
心は親故に別るるがごとし

（ 『白氏文集』巻十一・感傷二・
487 ）
　
三月三十日の暮れ方、曲江池のほとりで落花が紛々と美しく舞
い、水面に散り敷く光景を眺めながら、過ぎゆく春を惜しむ詩であ
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る。花が散ることは春が去ってゆくことであり、時が過ぎてゆくことである。時の流れ ともに人は道程の定か ない人生を一歩一歩前進していく しかしつまるところ終焉へ 旅である。春の最終日ということに触発され、老いて自分の全盛期は終わったと感じながら春を見送っているが、それはまるで肉親や親友と別れるかのようだ、と詩はいう。落花に見た推移する時間を「唯有老到来、人間無避處」と視覚的に表現したところが、白居易の工夫であろう。　
業平の賀歌は、 「送春」詩の世界を凝縮して「絶え間なく散る美
しい花の向こうに幻視した到来す 老い」という絵画的構図に焦点化した。不可視であるはずの「時間」を「老いらくの来む」と実体化し、惜春の詩を算賀の歌に転じ ところが、業平 創意であろう。　
ところで、実体のないも を形象化し、擬人化した表現は、白詩
到来以前の『万葉集』に、すでに存在した
（５）
。
　　
 恋は今あらじと我は思へるをいづくの恋ぞつかみかかれる〔何処恋其附見繫有〕

（巻七・六九五・広河女王）
　　
 面おも
忘れだにもえすやと手
た
握にぎ
りて打てども懲りず恋といふ奴
やつこ
〔雖
打不寒恋云奴〕

（巻十一・二五七四）
　　
 ますらをの聡き心も はなし恋の奴
やつこ
に我は死ぬべし〔恋之奴尓
吾者可死〕

（巻十二・二九〇七）
　　
 うらぶれて離
か
れにし袖をまたまかば過ぎにし恋い乱れ来むかも
〔過西恋以乱今可聞〕

（巻十二・二九二七）
　　
 家にある櫃
ひつ
に鏁
かぎ
刺し蔵
をさ
めてし恋の奴
やつこ
がつかみかかりて〔恋乃奴
之束見縣而〕

（巻十六・三八一六・穂積親王）
　
自分ではどうにもしがたい恋に翻弄される心を、 「いづくの恋ぞ
つかみかかれる」 、 「過ぎにし恋い乱れ来むかも」 、 「打てども懲りず恋といふ奴」などと、 「恋」を擬人化し、戯笑的に表現している。　
古今歌の「老いらく」の前身に当たる抽象名詞「老ゆらく」も
『万葉集』に存在するが、 「恋」のように擬人化されてはいない。　　
 天あめ
なるや月日のごとく我
あ
が思
おも
へる君が日に異
け
に老ゆらく（老落
惜文）惜しも

（巻十三・三二四六）
　　
 沼ぬ
名な
川がわ
の
　
底なる玉
　
求めて
　
得し玉かも
　
拾ひり
ひて
　
得し玉か
も
　
あたらしき
　
君が
　
老ゆらく（老落惜毛）惜しも

（巻十三・三二四七）
　
右の二首は相聞に分類されているが、 「
我あ
が
思おも
へる君」 ・ 「あたら
しき君」の、 「老ゆらく」を、 「惜し」と思う心情は、 「君」の長寿を祈念する賀 歌に変容する萌芽を内包して る。　　　　
 神亀二年乙
いつ
丑ちう
の夏五月、吉野の離
とつ
宮みや
に幸
いでま
せる時に、笠
かさ
朝のあ
臣そみ
金かな
村むら
が作る歌一首
　
并あは
せて短歌（長歌は省略する）
　　
万よろ
代づよ
に（万代）見とも飽
あ
かめやみ吉野の激
たぎ
つ河内
かふち
の大
おほ
宮みや
所どころ

（巻六・九二一）
　　
 皆みな
人ひと
の命
いのち
も我
わ
がも（皆人乃寿毛吾母）み吉野の滝の常
ときは
磐の（多
吉能床磐乃）常
つね
ならぬかも（常有沼鴨）

（巻六・九二二）
　　　　
市いちはらの
原
王おほきみ
、宴にして父安
あ
貴きの
王おほきみ
を禱
ほ
く歌
　　
春はる
草くさ
は後
のち
はうつろふ巌
いはほ
なす常
ときわ
磐にいませ貴
たふと
き我
あ
が君

（巻六・九八八）
　
笠金村の二首は、聖武天皇の吉野行幸に従駕した際に吉野を讃美
した長歌の反歌、市原王の作は父安貴王のために宴で詠んだ であ
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る。 「大宮所」を「万代に見とも飽かめや」と讃めることは、天皇の治世の永続を祈ることであり、市原王も父の繁栄長寿を言祝いでいる。 『万葉集』には算賀と明記した歌はないが、このようなぎの歌が『古今集』では賀に分類されたのだろう。　
先の万葉歌の一首と次の古今歌とは表現や発想が近似している。
　　
家にある櫃
ひつ
に鏁
かぎ
刺し蔵
をさ
めてし恋の奴
やつこ
がつかみかかりて

（万葉集・巻十六・三八一六・穂積親王）
　　
老いらくの来む
と知りせば
門さしてなしと答へて逢はざらまし
を

（古今集・巻十七雑・八九五・読人しらず）
　
万葉歌は、 「櫃に鏁刺し蔵め」ていた「恋 奴」は制御不能あっ
たと嘆き、古今歌は、 「老いらく」 到来を予知していたら「門さしてなしと答えて逢はざらましを」と後悔す 恋に翻弄される苦悩や老いを厭う心は万人共通であり、しかも自分では如何ともしがたいところがある。普遍的でかつ不可視なものを実体化、擬人化して面白おかしく歌うという点でこれら二つの歌には共通性がある。万葉歌には「右の一首、穂積親王、宴飲の日に、酒
酣たけなは
なる時によ
くこの歌を誦
よ
み、以て恒
つね
の賞
め
でとしたまふ、といふ」という左注が
ある。古今 も長寿を祝う宴席のような場 、舞いを伴って誦詠されたのではないかと考えられる
（６）
。
　
同じ古今歌で「老いらく」をテーマとしていても 雑歌は反実仮
想で過ぎ去った時間を後悔し、年老いた今の身を嘆くのに対して、業平の賀歌は「桜花散りかひくもれ」と二句目でしかも命令形で言い切り、 「老いらく ……路まがふがに」と倒置法 その理由を述べ、老いを遮断しようとす 意志を明確に打ち出 い
　
金子彦二郎氏は業平の賀歌について次のように述べている。
　　
 「唯有
二老到來
一。人間無
二避處
一。 」の白詩中、 「老到來」または
「老來」をば「老らくの來ん」と直譯して、先づ抽象的觀念の擬人化で當時に於ける歌語としての新鮮味を提供した上に、更に又かの樂天が「人間無
二避處
一。 」とて、諦め的歎聲を以て已
むを得ぬことと觀念してゐるところをば、 （中略）さくら花の、繽紛霏々たる落英の美觀そのものを、目もあやな幔幕か乃至は迷彩的緞帳の類に仕立て、 さ 我が身に襲ひ來る忌はしき「老」鬼の視野を眩惑せしめ、五里霧中に彷徨せしめる手段によつて、よくその來襲から逃避蹈晦することを得 よ 歌つてゐる（後略）
　
そして、白居易は花の下で老いを嘆き人の世の定めとして甘受す
るが、業平は散る花びらを「目もあやな幔幕」か「迷彩的緞帳」に見立て、来襲する老いの眼を眩ませ、 「逃避蹈晦 する姿勢が顕著であると解説し、さらに、 「模倣や換骨奪胎等の域からは完全に昇華しきつた、眞の創作とも稱せられるべき」 、 「外來文化攝取の最高次的な段階」の作品 代表例と評価している
（７）
。
　
業平は「送春」詩の核心ともいえる、美しくおびただし 落花
（ 「但見撲水花、紛紛不知數」 ）が「時の推移」を意味し、 「老到来」と形象化して表現しうるこ に着目し、 「老い くの来む と訓読した。そして人生を旅人にたとえた第九句か 第十二句 「日
じつ
日じつ
前
程を進む、前程幾多の路ぞ」という部分までを含めて「老いらくの来むといふなる道」と翻案した。しかし「人間避く 處無し」とう諦観の部分や、感傷的に春を送ろ とする心情は切り捨て 代わ
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りに「恋の奴」と格闘する『万葉集』の戯笑歌や、 『古今集』雑歌に学びつつ、 「老い」を「眩惑」させ「韜晦」すべく、桜花に「散りかひくもれ」と命じた。不可視であるはずの時間を形象化して表現するところは「送春」詩に倣い、制御しえない実体のないものに抗う発想は、前代の和歌から継承したと考えられる。
二
　
歌語と詩語――「ちりかふ」 「まがふ」と「交加」 「紛紛」
　
業平歌の、絶え間なく散る美しい花の向こうに到来する老いとい
う絵画的構図において、おびただし 散る美しい花を表現するのが、 「ちりかひくもれ」の「ち ふ」と、 「まがふがに」の「まがふ」である。まず「ちりかふ」と「まが に いて、万葉歌や漢詩文との関係を見ておきたい。　「ちりかふ」は「交加」の和訓として『五本対照類聚名義抄和訓集成』 （観智院本・蓮成院本）に見える
（８）
。漢詩文では『文選』 「高唐
賦」に「
交加
累積、重疊増益」 （巻十九・宋玉）とあるが、岩石の
積み重なるさまを表現しており、花の散るさまをいうもので ない。塩見邦彦氏によれば、俗語として盛唐頃からは次 ように用いられているという
（９）
。
　　
種竹交加翠、栽桃爛熳紅

（杜甫・春日江村五首、其二）
　　
日光赤色照未好 名月暫入都交加

（韓愈・梨花二首、其二）
　　
炎炎夏日満天時、桐葉交加覆玉墀

（王涯、宮詞三十首、其二十二）
　　
鴛鴦蕩漾雙雙翅、楊柳交加萬萬條

（白居易、正月三日閒行）
　　
交加器械満虚空、崑崙頂上定乾坤

（欧陽詢、題景柑煥畫應天寺壁天王歌）
　
このうちの三例は、樹木の枝や葉などが入り乱れて交差するさま
である。白居易も三編の詩に用いており、 「楊柳
交加
萬萬條」 （ 「正
月三日閒行」巻五十四・
2016 ）は「楊柳」の枝が交差するさま、
「交加臂莫攘」 （ 「渭村退去」巻十五・
807 ）は臂
ひじ
を組むさま、もう一
例の「入り乱れて雪の降るさま」については、後に詳述したい。『万葉集』には「ちりかふ」を用いた歌はない。　
一方、 「まがふ」はすでに『万葉集』において用いられ、 「雪・黄
葉・梅花・桜花」が散るさま、人が入り乱れるさまを表現した梅花を雪に見立てる場合に使われている。　　
①
 秋山に落つるもみち葉しましくは
な散りまがひそ〔勿散乱
曾〕妹があたり見む（一に云、散りなまがひそ）

（巻二・一三七・柿本人麻呂）
　　
②
 梅の花散り紛ひたる〔麻我比多流〕岡
おか
辺び
にはうぐひす鳴くも
春かたまけて

（巻五・八三八・榎氏鉢麻呂）
　　
③
 妹いも
が家
へ
に雪かも降ると見るまでにここだも紛
まが
ふ〔許々陀母麻
我不〕梅の花かも

（巻五・八四四・小野氏国堅）
　　
④
 我が岡に盛りに咲ける梅の花残れ 雪をまがへつるかも〔乱鶴鴨〕

（巻八・一六四〇・大伴旅人）
　　
⑤
 阿保山の桜の花は今日もかも散り紛ふらむ〔散乱〕見る人なしに

（巻十・一八六七・春の雑歌）
　　
⑥
 あしひきの山下光るもみぢ葉 散りのまがひは〔知里能麻河比波〕 今日にもあるかな
　
　（巻十五・三七〇〇・大伴家持）
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⑦
 世の中は数なきものか春草の散りのまがひに〔知里能麻我比尓〕死ぬべき思へば
　　　　
（巻十七・三九六三・大伴家持）
　　
⑧
 もののふの八
や
十そ
娘をとめ
子らが汲みまがふ〔挹乱〕寺井の上の堅香
子の花
　　　　　　　　　　
（巻十九・四一四三・大伴家持）
　
③④の動詞の「まがふ」は、 「見分けがつかないほどよく似てい
る。よく似ていてまちがう」の意であり、①②の複合動詞、 「散りまがふ」は「はなはだしく散り乱れる」意、⑧の「汲みまがふ」は「入り乱れて汲む」意である。⑥⑦の名詞を重ねた「散りのまがひ」は、 「乱れ散ること・乱れ散る時期」の意である。 「まがふ」の万葉仮名 」と一音一字の「麻我不」などである。　
漢詩文の「紛紛」の和訓としての「まがふ」は、 『日本書紀』允
恭紀十四年九月の古訓に「
漠ア （チ）
漠リノ
紛マガヒ
紛
」とあり、麋鹿・猿・猪がや
かましく入り乱れるさまを表す また九条本『文選』の古訓に「漠
サカ
漠リニ
紛チリマガフテ
紛
」 （巻八・揚雄・羽猟賦）とあり、李善は「紛紛」に「風塵
之貌也」と注している。さらに『五本対照類聚名義抄和訓集成』では、 「紛 に「マガフ」 、 「繽」に「マカフ」 、 繽紛」に「トマカフ」ないしは トマカヘリ」という和訓がある（観智院本・図書寮本） 。　
小島憲之氏によれば、 「紛紛」は「ものの入り乱れる形容」で、 「允
恭紀」の古訓 六朝詩『文選』などに学んだもので、 漠漠紛紛」を「アリノマガヒ」 （但し「
チ・
リノマガヒ」の誤写）と訓むのはほ
ぼ正鵠を得た訓である。この「紛紛」は「乱
マガフ
」に当たるが、自然物
に関して「紛紛」と表現する場合が多い、と述べている
）（1
（
。
　
中唐の詩人白居易の「紛紛」の用例は管見に入った限りでは三十
例ある。形容 いるものを大別 と、花が散るさま（六編）
雪や霰が降るさま（六編） 、人が多いさま（六編） 、人が盛んに事を行うさま（四編） 、紅葉が散るさま（一編） 、その他（七編）に分類でき、約半数が「自然物」の「入り乱れる形容」である。　
花が散るさまを形容した白詩二編を以下に引用する。
　　
花下自勸酒
　　　　
花下自ら酒を勸む
　　
　　
酒盞酌來須滿滿
　　
酒しゆ
盞さん
酌み來つて須
すべか
らく滿滿たるべし
　　
花枝看卽落紛紛
　　
花くわし
枝看れば卽ち落ちて紛紛たり
　　
莫言三十是年少
　　
言ふ莫かれ
　
三十は是れ年少と
　　
百歳三分已一分
　　
百歳三
さん
分ぶん
して已に一
いち
分ぶん
なり


（ 『白氏文集』巻十三・
703 ）
　
春、満開の花の下で手酌で酒を飲んでいる。杯にはなみなみと酒
をおくれ、とみずからに呼びかけるのは、見上げた梢から花びらが次々と舞い落ちてきて、今のうちに春を楽しまねばならないだ。三十歳はまだ若いなどと言ってくれるな。一生の三分の一はもう過ぎてしまった、と生き急いでいる。三十二歳 「二毛」 白髪を発見した潘岳よりも早く、三十歳 すでに老い 感じている。　　　　
惜落花、贈崔二十四
　　
 落花を惜しみ、崔二十四に贈る
　　
漠漠紛紛不奈何
　　　　
 漠ばく
漠ばく
紛ふん
紛ぷん
として
　
奈いかん
何ともせず
　　
狂風急雨兩相和
　　
 狂風
　
急雨
　
兩ふた
つながら相
あひ
和わ
す
　　
晩來悵望君知否
　　
 晩ばん
來らい
　
悵ちやう
望ぼう
　
君知るや否
いな
や
　　
枝上稀疎地上多
　　
 枝上は稀
き
疎そ
にして地上は多し

（ 『白氏文集』巻十三・
918 ）
　
散ってしまった花を哀惜して崔咸へ贈った、という題が付いてい
る。ひっきりなしに花が散り乱れて、どうするこ もできな 。狂
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風と急雨のためだ。夕方からずっと嘆き悲しんでいたが、その思いを君はわかってくれるか。梢に残る花はわずかで、地上に散り敷いた花ばかりである。落花を惜しみ、友人に共感を求めた詩である。　『万葉集』の「まがふ」や「散りまがふ」や白居易の「紛紛」と、業平歌の「まがふ」を比較すると、当初は「ものの入り乱れる形容」であったものから、 「 （入り乱れて）見分けがつかなくな 状態」をいうものへと表す内容が変化している
「散りかふ」と「まがふ」の用例をさらに八代集に見ておきたい。　　
⑨この里に旅寝しぬべし桜花散りのまがひに家路忘れて

（古今集・巻二春下・読人しらず・七二）
　　
⑩春の野に若菜つまむと来しものを散りかふ花に路はまどひぬ

（古今集・春下・一一六・紀貫之）
　　
⑪み吉野の吉野のゝ山の桜花白雲とのみ見えまがひつつ

（後撰・巻・春下、一一七・読み人しらず）
　　
⑫春霞立ち別れゆく山道は花こそ幣と散りまがひけり

（拾遺集・巻二春・七四・読人しらず）
　　
⑬白雲にまがふ桜のこずゑにて千歳の春をそらにしるかな

（金葉集・巻一春・四〇・待賢門院中納言）
　　
⑭を初瀬の花のさかりを見わたせば霞にまがふみねの

（千載集・巻一春上・七四・大宰第弐重家）
　　
⑮山桜散りてみ雪にまがひなばいづれか花と春に問はなむ

（新古今集・巻二春下・一〇七・伊勢）
　　
⑯散りまがふ花のよそめは吉野山あらしにさわぐ峰の白雲

（新古今集・巻二春下・一三二・刑部卿頼輔）
　
⑯の「散りまがふ」は当初の散り乱れる意であり、⑨⑫の「散り
のまがひに」や「散りまがふ」は業平歌と同様の「散り乱れて見分けがつかない」状態をいう。⑪⑮の「まがふ」は「二つのものが見分けることが出来ないほどよく似ている」意の「ＡがＢにまがふ」から、さらに「ＡをＢ まがふ」と見立てたもので、⑬⑭は逆に「ＢにまがふＡ」と見立てている。 「散りかふ」の用例は⑩の一首のみであった。　
⑬の『金葉集』の歌には、 「新院御方にて花契遐年といへること
をよめる」という詞書があり、 「花契遐年」は勅撰集初出 題であるとい
う
）（（
（
。退位した鳥羽上皇の「遐年」 （長寿）を祝ったものであ
るが、咲 てい 期間の短い「花」を賀歌の題とするのは、 『古今集』の業平の賀歌にちなんだのであろう。　『古今集』以降、 「まがふ」は「散り乱れる」意だけでなく、見立てのことばとして広く使われたのに対して、八代集の 散りかふは一例 みであ 。その点について、次節で考察したい。
三
　「散りかふ」―「落花」と「散華」
　
八代集に「散りかふ」の用例が一例しかないことは、詩賦におい
て日本語の「散る花」に当たるものは「落花」と表現し、 「散花」（仏教語）とは異なるものであったこ
と
）（1
（
と関係しているのではない
だろうか。私撰集や私家集の「散りかふ」を見ておきたい。　　
⑰
 春ふかく散りかふ花をかずにしてとりあへぬものは涙なりけり

（万代集三九四・三条右大臣集三三、藤原兼輔）
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⑱
 もみぢ葉のたえず山路に散りかふは錦をたちてゆけばなるべし

（清正集・三六）
　　
⑲
 桜花散りかふ空は暮れにけり伏見の里に宿やからまし

（夫木抄一四三四・中務集二五）
　　
⑳
 もみぢ葉の散りかふ空はしぐるともくもりくらく あらじとぞ思ふ

（能宣集・三五〇）
　　
㉑
 くさぐさに散りかふ花はいにしへ 風 まかせて降る ぞありける

（公任集・二五九）
　　
㉒色々にたへなる花の散りかへばあまのみ空やまだらなるらむ

（散木奇歌集・八九八）
　　
㉓おいらくのけふ来む道は残さなむ散りかひくもる花の白雪

（秋篠月清集・一三七九）
　　
㉔桜花散りかひかすむひさかたの雲ゐにかをる春の山風

（壬二集・二九九四）
　
⑰は醍醐天皇崩御の翌年の春に右大臣藤原定方と藤原兼輔とが帝
を哀惜した贈答の答歌である。⑱⑲は自然物（紅葉や桜花）が「散りかふ」さまを詠んだもの ㉓は「泥絵御屏風」の春の花を詠んだ歌で、業平の賀歌をふまえ、花を雪と見立てている。これらの「散りかふ」は詩賦でいう「落花」に当たる。　
他の四首の「散りかふ」は「散華」に当たるものであろう。⑳の
詞書には「秋、百寺のこむぐうち侍りとて、こがらしにてもみぢのおほくちり、しぐれのちりはべる り」とあり 寺々で金
こん
鼓ぐ
を打ち
鳴らして法会が行われた際の興趣を詠んだも と思われ 折しも時雨は降っ いる 、 「散華」 ように「もみぢば ちりかふそら」
は「くもりくらくはあらじ」と仏法を讃仰している。　
㉑の詞書には「序品」とあり、法華経二十八品のうちの序品を和
歌にしたものである。㉒の詞書きには「常に曼陀羅といふ花空よりふるといふ事をよめる」とあり、仏典の「散華」のさまを和歌に詠んでい 。　
㉔
の詞書には「仙洞で三体御会侍りしに
　
長高様
　
春」とあり、
仙洞御所で行われた三体和歌会において、 「長高様」 、崇高で壮大な趣を詠んだものである。御所 仏の世界に見立てたと思われる。　
従って和歌における「散りかふ」は、落花や落葉のさまを表わす
場合と、仏の世界の「散華」を表す場合があり、詞書がなければどちらであるかを見極めがたい場合が多い。　
業平の賀歌の「散りかひくもれ」が散る桜花を「散華」に見立て
たとする説は寡聞にして聞かないが、 『古今集』の に「散華」が歌われてい ことは、中野方子氏がす に指摘されている
）（1
（
。
　
氏は、 「仏典のことばは、一見、特殊な用語や、抽象思想に満ち
満ちているかのように思われ が、実は、それらは、説教の講師によって、わかりやすい日常の言葉 翻案され 興味深 譬喩因縁譚として説かれることが多」く、 「平易 和語化され」 「 語の中に組み込まれて」い として、遍昭の次の歌を「散華」の歌として論じている。　　　　　　
 雲林院親王の、舎利会に山にのぼりて、帰りけるに、桜の花の下にてよめる
　　　　
山風に桜吹きまき乱れなむ花のまぎれに立ち止まるべく

（ 『古今集』離別
394・遍昭）
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 叡山で行われた舎利会に参詣した常康親王を見送る際に詠んだとされる歌である。この「山風に桜吹きまき乱れなむ」という上二句は、諸注において、純粋な歌ことばが描出する風景であると理解されてきたが、舎利会の儀において、読経や行道の途次、筥の中の紙の造花を散らす「散華」 因んでいる可能性が高い。 「散華」 仏、菩薩の来迎時、あるいは仏、菩薩を讃仰するときに天のなす奇瑞として花が降ってく という経説に由来するもので、たとえば『法華経』 開経である『無量義経』 おいては、釈迦 説法が終わっ 時に、天は瑞兆として種々の天華、天優鉢羅華、鉢曇摩華、分陀利華などの花を降らせるという場面が見られる。 （中略）こ 歌に詠ま 花吹雪のさまは、まさ 儀式における「散華 から、経典の中に乱れ舞う天空の華を幻視して る状態であって、一面の散荘厳されて立つ親王は、菩薩や釈迦のイメージ 重なりあう。それゆえに遍昭の歌は、去りゆく親王を止め 挨拶でありながら、法会や経典 場面への連想を包摂した、際だって美しい印象を与えるものとなってい である。
　
中野氏のいう「去りゆく親王を止める挨拶」として、遍昭が「山
風に桜吹きまき乱れなむ」と桜に呼びかける詠じ方は、業平の「桜花散りかひくもれ」より語調はやわらかであるが、発想的には同じである。　
異なる点は、遍昭の場合は、親王を「菩薩や釈迦のイメージ」に
重ねているが、業平の「老いらく」には「菩薩や釈迦のイメージ」はない。両者の止めたい対象に対する思いは、一方は深い敬愛の念
であるのに対して、もう一方は表面的には老いの遮断である。その対象の進む方向は「去る」に対して「来る」と正反対であるが、引き止める方法は一方 花のまぎれ」であり、もう一方は散る花によって「道まがふ」状態にすること、共通している。遍昭（八一六〜八九〇年）と業平（八二五〜八八〇年）と 、ほぼ同時代を生きている。　
遍昭の「桜吹き巻き乱れなむ」が、仏や菩薩を讃仰する奇瑞を希
求する表現である、という中野氏の説を敷衍す 業平歌の第二句「散りかひくもれ」も、 散華」を希求する表現と考えてよいではないか。賀宴の当日、眼前の舞い散る桜の花 向かって おびただしく舞 散って、仏典の「散華」の世界よ、現れよ、と命じることは、賀宴の場を仏の世界になぞらえた最高の讃え方であり 寿命を超越した世界を希求すること る。同座した人々にも散華の世界に身を置い ように錯覚させる、気宇壮大な見立てであった。　
ところで、 『五本対照類聚名義抄和訓集成』に「交加」の和訓を
「ちりかふ」としていることについてはすでに述べたが、白居易が「交加」という語を用いた三例目の詩をここで見ておき い。親友の送別の宴を催した寺院に降る雪を形容したも であ　　　　
福先寺雪中餞劉蘇州
　　
福先寺にて雪中劉蘇州を餞す
　　
送君何處展離筵
　　
君を送る何
いづ
れの處
ところ
にか離
り
筵えん
を展
の
ぶる
　　
大梵王宮大雪天
　　
大だい
梵ぼん
王わう
宮きゆう
　
大たい
雪せつ
の天
　　
庾嶺梅花落歌管
　　
庾ゆ
嶺れい
の梅花
　
歌管に落ち
　　
謝家柳絮撲金田
　　
謝しや
家か
の柳
りう
絮じよ
　
金こん
田でん
を撲
う
つ
　　
亂從紈袖交加舞
　　
亂れては紈
ぐわん
袖しう
に從ひて交
かう
加か
して舞ひ
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酔入籃輿取次眠
　　
酔ゑ
ひては籃
らん
輿よ
に入りて取
しゆ
次じ
に眠る
　　
却笑召鄒兼訪戴
　　
却かへ
つて笑ふ
　
鄒すう
を召し兼ねて戴
たい
を訪ねしは
　　
只持空酒駕空船
　　
只た
だ空酒を持ち空船に駕
が
せしのみなるを
　

（ 『白氏文集』巻五十七・
2788 ）
　
洛陽を後にして任地蘇州へ赴く劉禹錫のために、雪の降る中、福
先寺で餞別の宴を開いたのだが、まず「君のためにどこで餞別の宴を開いたか」と問いかけ、 「大梵天王の宮殿」 中、折しも散華のように雪が天 ら降ってくる日に、と場と時を設定する。そこでは「梅花落」が歌い演奏され、外では柳絮のような白雪が、菩薩のいます黄金の地に一面に降り積もってゆく。白絹の袖の美人たちが入り混じって舞うかのよう 雪が降る。酔ってしまえば駕籠に乗って思い思い眠りながら帰路に就く。か 梁王や王徽之の故事も我らの風流に比べれば笑ってしまうほどだ。と友との至福の時間を歌う。　
福先寺を、仏典に見える「大梵宮」や、菩薩の住まう黄金を敷き
詰めた土地「金田」に見立てた えで、降りしき 雪によって一面の白い清浄な世界であることを印象づける。演奏されて るのは「梅花落」 、曲名の「梅花」は雪の喩でもあり、 「柳絮」もまた謝道蘊の故事をふまえた雪の喩である。 「紈袖」 （白絹の衣装を纏った美女）も謝恵連の「雪賦」に基づく雪の喩である。　
これらの雪の喩は、雪の別名である「天花」 「天華」を連想させ
る。そして「天花」は仏や菩薩を讃仰する時 天空から降ってくる花、 「散華」の異名でもある。詩の中には「天花」や 散華 とう表現こそないが、 「乱」れ「交加」して舞う雪の形容は 華に当たると考えてよいだろう。
　
業平は、宴席の場を仏の世界になぞらえたこの白居易詩の雪の
「交加」から桜花の「交加」を発想し、その和訓「散りかふ」を「散華」を意味するものとして、 基経の賀歌を詠んだと考えられる。　「散華」という詩句は次の詩にのみ用いられている。　　
齋戒滿夜戲招夢得
　　
齋さい
戒かい
の滿つる夜、戲
たはむ
れに夢
ぼう
得とく
を招く
紗籠燈下道場前
　　
紗さ
籠ろう
の燈
とう
下か
　
道場の前
白日持齋夜坐禪
　　
白はく
日じつ
は持
ぢ
齋さい
し
　
夜は坐禪す
無復更思身外事
　　
復た更に身外の事を思ふ無きも
未能全盡世閒緣
　　
未だ全く世
せ
閒けん
の緣
えん
を盡
つ
くす能はず
明朝又擬親盃酒
　　
明みやう
朝てう
　
又盃
はい
酒しゆ
に親しまんと擬
おも
ひ
今夕先聞理管絃
　　
今こん
夕せき
　
先づ管絃を理
をさ
むるを聞く
方丈若能來問疾
　　
方はう
丈ぢやう
　
若も
し能く來りて疾を問はば
不妨兼有散華天
　　
兼ねて散
さん
華げ
天てん
有るを妨げず

（ 『白氏文集』巻六十六・
3283 ）
　
紗の燈籠をともした寺院の道場で、昼は戒律を守り、夜は坐禅を
組む修行をした。取るに足らぬ世事に心を煩わすことはなくなったが、世間とのつながりを全て断ち切ることはできない。明朝は斎戒の期限が満ちる で酒を飲もうと思っている。今晩早くも楽器を練習する音を聞いた。あなたが見舞いに来て下さ なら、花を散らす天女を一緒に連れてきてもかまわない、と劉禹錫を精進明けの酒宴に誘う詩である。　
｢
散華天」とは花を降らす天女をいうが、ここでは酒宴に侍る妓
女の喩である「散華天」 持ち出し、中途半端な仏教への打ち込み方を冗談めかして 「不妨兼有散華天」と笑った のであ
る
）（1
（
。
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業平は基経の賀歌を詠むにあたって、 「落花」と誤解されかねな
い従来の歌語は避け、 「散華」を表す新たな表現として「交加」の訓読語、 「散りかふ」を用いたと考えられる。そして白居易や劉禹錫に倣って 歌舞音曲を伴う賀宴の空間 仏の世界に見立てるために「桜花散りかくもれ」言い切ったと考えられる。
四
　「くもる」―「藹」 「靄」
　
ここで「くもる」についても考えておきたい。 「散りかひくもれ」
の「くもれ」を現代的な意味合いでとらえ、 「不吉な言葉」 解釈する説がある
が
）（1
（
、 「くもれ」を「不吉な言葉」とみなしてよいのだ
ろうか。　
漢詩文の渡来する前からすでに存在した「ちりかふ」や「まが
ふ」が、それぞれ漢詩文を和訓する時に「交加」や「紛紛」の訓みとして当てられ、歌ことばとしても用いられるようになった経緯を見る時、 「くもる」についても同様のことがあったと考えられる。それを検討し が不吉な言葉であったかどうかを てみたい。　『
 五本対照
 類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
を
見
る
と「
ク
モ
ル
」
と
い
う
和
訓
を
持つ漢字が、 「普」 「曇 「曖 「靄」 「靆」 「靉」など十四字挙げられている。 「散りかひくもれ」の「くもる」はこのうちの 靄 （雲のたなびくさま、もや 雲霧のさま、雪のさま） 、 藹」 （多い、草木の繁るさま、靄に通ず）に相当すると考えられ 。白居易の詩に用いられている「藹」 （四例） 、 「藹藹」 （八例 「靄 二例） 、 靄靄」
（三例）の中で、 「散りかひくもれ」の「くもる」に近いと思われる例を見ておきたい。　
一つは、洛陽の春景色を描いて、劉禹錫と李仍叔の二人の友に
贈った詩である。　　　　
洛陽春贈劉李二賓客
　　
洛陽の春、劉・李二賓客に贈る
　　
水南冠蓋地
　　
水南は冠
くわん
蓋がい
の地
　　
城東桃李園
　　
城東は桃李の園
　　
雪消洛陽堰
　　
雪は洛陽の堰
えん
に消え
　　
春入永通門
　　
春は永通の門
もん
に入る
　　
淑景方靄靄
　　
淑しゆく
景けい
　
方まさ
に靄
あい
靄あい
として
　　
遊人稍喧喧
　　
遊人
　
稍やうや
く喧
けん
喧けん
たり
　　
年豊酒漿賤
　　
年豊かにして
　
酒しゆ
漿しやう
賤いや
しく
　　
日晏歌吹繁
　　
日晏
く
れて
　
歌か
吹すゐ
繁しげ
し
　　
（後略）

（ 『白氏文集』巻六十二・
3001 ）
　
洛陽の川の南は官吏の集まる場所だが、街の東は桃李の花咲く庭
園が多い。堰の残雪も消え、東の永通門から春がや て来た。城内は花が満開でおぼろに霞んだ春景色、行楽客も少しずつ増え賑やかさが増していく。豊年のおかげで酒が安く、日が暮れると歌舞音曲の音色 賑やかだ、という内容である。第二句の「城東桃李園」からは劉希夷の「洛陽城東桃李 花、飛び来たり飛び来たりて誰 家にか落つ」や「年年歳歳花相似たり、歳歳年年人同じからず」 （ 『代悲白頭翁』 ）が連想されるから、第五句「淑景方靄靄」 「淑景は爛漫と咲き誇り風に乗って舞 散る「桃李の花」 あろう。したがって「藹藹」は「花曇り 貌」を形容すると考えられ
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桜桃（実桜、一説にゆすらうめ）の満開の頃、李仍叔の南池に遊
んだ時の作にも「藹藹」が用いられている。　　　　
櫻桃花下、有感而作
　　
 櫻桃花下感ありて作る
　　
藹藹周美宅
　　
藹あい
藹あい
たり周美の宅
　　
櫻繁春日斜
　　
櫻繁りて春日斜めなり
　　
一爲洛下客
　　
一たび洛下の客と爲りてより
　　
十見池上花
　　
十と
たび池上の花を見る
　　
爛熳豈無意
　　
爛熳として豈に意無からんや
　　
爲君占年華
　　
君が爲に年華を占
し
む
　　
風光饒此樹
　　
風光
　
此の樹に驍
ゆた
かに
　　
歌舞勝諸家
　　
歌舞
　
諸家に勝る
　　
失盡白頭伴
　　
失しつ
盡じん
す
　
白頭の伴
はん
　　
長成紅紛娃
　　
長成す
　
紅こう
紛ふん
の娃
わ
　　
停杯兩相顧
　　
杯を停めて兩
ふた
つながら相
あひ
顧かへり
み
　　
堪喜且堪嗟
　　
喜ぶに堪へ且
か
つ嗟
なげ
くに堪へんや

（ 『白氏文集』巻六十九・
3520 ）
　　
詩の冒頭で李仍叔の屋敷を「藹藹」と形容している。これは単
に庭の樹木の勢いが盛んであることをいうのではなく、仍叔の邸宅全体の印象を、美しく勢い盛んであり、和やかな空気に満ちている、と讃美したものであろう。屋敷には池があり、水面 枝を張り出して桜桃の花が主のために「爛漫」と咲いていた。夕陽の傾く頃、宴に臨んだ作者は、洛陽に住み、彼と懇意になってから 十年、毎年ここで桜桃花を愛で ことを顧みて、深 感慨にと われている。友は次々とこの世から去り、宴席に侍っていた妓女たち
は、かつては幼かったのが美しく成人している。春、花の下で時の推移、とりわけ自らの老いを感じるのは、三十歳の時から一貫している。ただし歳をとるにつれて老いの寂しさが募っている。　
第三・四句の「一爲洛下客、十見池上花」は、長年の友誼と宴に
招待されたことへの謝辞である。ま 、爛漫と咲く桜桃花の美を主が独占しているという「爲君占年華」や、庭園の風景や歌舞音曲もてなしがどの家よりも優れているという「風光饒此樹、歌舞勝諸家」などの讃辞は、宴に招かれた客の、挨拶 ことばであろう。　
このような「靄靄」 ・ 「藹藹」の用例から、 「藹」 「靄」の訓読語
「くもる」は、 「白く美しいものが視野一面に広がっている状態」を形容したものと考えられる。　
また、第三節で見た後の時代の「散りかひ……」と歌う二首、
　　
㉓おいらくのけふ来む道は残さなむ散りかひくもる花の白雪
　　
㉔桜花散りかひかすむひさかたの雲ゐにかをる春の山風
における「散りかひくもる」 、 「散りかひかすむ」から本歌である業平歌を逆照射しても、和歌における「くもる」は「雲が立ちこめて暗くなる」状態を形容するものではない。 「散りかふ」と「く る」が融合した「散りかひくもる」で、 「白く美しいもの 視野一面に舞い散って視野をさえぎっている」状態を形容することばである考えられる。渡辺氏のいう「不吉な言葉」とは見なしがたい。
おわりに
　
最後に、算賀と仏教の法会との関係について補足しておきたい。
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算賀に法会を行ったことのわかる最も古い記録は、 『東大寺要録』
天平十二年（七四〇）十月八日の記事である。聖武天皇の四十賀の華厳経講が行われている
）（1
（
。また、 『続日本後紀』嘉祥二年（八四九）
三月二十六日には、仁明天皇の四十賀に際して、興福寺大法師が聖像四十軀を造り、金剛寿命陀羅尼経 巻を写経し それを四万八千巻転読し、磐石却の天人など長寿祈願の像を添えて、長歌とともに奉献した記事がある
）（1
（
。
　『三代実録』には、貞観五年（八六三）に太政大臣藤原良房（六十賀） 、貞観十年（八六八）に皇太后明子（四十賀） 、元慶二年（八七八）に大皇太后明子（五十賀） 、元慶六年（八八二）に皇太后高子（四十賀） 、仁和元年 八 五 に太政大臣藤原基経（五十賀） 、同じく仁和元年に僧正法印大和尚位遍昭（七 賀）の記事がある。このうち良房の六十賀には、染殿第で大乗経を 明子の五十賀には清和院で法華経を講じている
）（1
（
。また、基経の五十賀に際しては、光
孝天皇が五つの寺において各十人の僧に五日間にわたって大般若経を転読させている
）（1
（
。なお『菅家文草』に算賀の願文が七編残ってい
るが、貞観十八年（八七六）に南淵年名が基経の四十賀のため 依頼した願文も含まれている
）11
（
。法華会が追善供養と深く結びついてい
ることに関してはすでに論がある
が
）1（
（
、このように算賀においても、
さらなる延命を願って法会を営み、願文 作成することが行われている。　
業平の賀歌はこのような時代の風潮の中で、長歌や願文ほどは格
式張らず、しかし伝来直後から一世を風靡しつつあった白居易詩やや前代か の和歌の表現や発想を駆使し、仏典 「散華」をも取り
込んで、算賀の場にふさわしい格調をもって詠出された。　
業平歌の「清新な華麗さ」は、おびただしく舞い散る桜花を「散
華」に見立てその向こうに、本来は不可視であるはずの「老いらく」が実体を持ったものとして近づいてくるさまを、屏風絵のように描き出した点にある。また、 「桜花散りかひくもれ」とは、盛大に舞い散って「散華」の降りそそぐ時を超越した仏の世界を現出させよ、と賀宴の場を最上級で慶賀讃美し、さらなる老 遮断 願う、それ以前の賀歌にはなかった発想である。　
一首を通釈すれば次のようになろうか。桜の花よ、散華となって
散り乱れあたり一面を霞ませよ。詩では落花ととも 老いがやって来ると言うが、その道が散花に紛れ見分けがつかなくなるように。　
中国から到来し、 『懐風藻』などの漢詩の素材にはなっているが、
『万葉集』の和歌には歌われていなかった「菊」を、いちはやく和歌に詠んだのは業平である。仏典に由来し『経国集』 詠じられていた「散華」を、 いちはやく賀の歌に取り入れたのも業平であっ 。
注
（１）賀の巻の冒頭の「題知らず」 四首を、内容から算賀の歌と
みなした。巻末の一首だけが、誕生を祝う産養の歌である。
（２）松田武夫『新釈古今和歌集』 （上巻・一九六八・三、下巻・一
九七五・一一、風間書房）による。
（３）金子彦二郎『増補平安時代文学と白氏文集
―
句題和歌・千載
佳句研究篇―』 （ 九五五原版・ 九七七復刻版、藝林社）によ
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る。
（４） 「老到来」二例、 「老来」十例の中で動詞として「到来」 「来」
を用いているのは「送春」 （
487 ）と「短歌行」 （
578 ）および「鏡
換杯」 （
2631 ）と「雨中花」 （
2268 ）の計四例である。他の八例
の「老来 の「来」は助字で、 「老いてこのかた」などと訓読されている（
942 ・
952 ・
1236 ・
2464 ・
3248 ・
3250 ・
3598 ・
3630 ） 。
（５）一般的に擬人法は『古今集』になって現れる修辞と言われて
いるが、山口博氏は、 『万葉集』巻五の梅花宴の歌に擬人化の表現が見られる（八二四、八四二）ことを指摘している（ 『王朝歌壇の研究
　
桓武仁明光孝朝篇』 （一九八二初版・一九九三第二
版、桜楓社） 。
（６）契沖は『古今余材抄』で業平の賀歌 「 いらくのこんと知
せばかどさして」を念頭に置い 詠んだのではないか 指摘する。また折口信夫は『古今集』雑の部の一連の「老い人の述懐」を「翁舞の詠歌」であるとして「神事演舞 扮装」をし 「
大おお
歌うた
舞まい
や神遊び」を行う「翁」が、 「雅楽の採
さい
桑しよう
老ろう
、またはくずれ
た
安あ
摩ま
・
蘇そ
利り
古こ
の翁舞と結びついて」日本式の「翁舞」となっ
た、とする。 （ 『古代研究Ⅱ
　
民俗学篇２』二〇一七、角川ソ
フィア文庫、初版は『折口信夫全集（第十六巻） 』一九六七、中央公論社）
（７）注３
　
前掲書による。
（８） 『五本対照
　
類聚名義抄和訓集成』 （草川昇
 篇、 二〇〇一
･
四、
汲古書院）による。
（９）塩見邦彦 唐詩口語の研究』 （一九九五・三、中国書店）によ
る。
（
10）小島憲之『国風暗黒時代の文学
　
補篇』 （二〇〇二・二、塙書
房）による。
（
11） 『金葉和歌集
　
詞花和歌集』 （新日本古典文学大系）四〇番歌
の脚注による。
（
12）詩賦では「落花」が日本語の「散る花」に当たり、仏教語の「散花」 （散華）と区別する。 『凌雲集』には「落花篇」の詩題を持つ詩がある（小島憲之『国風暗黒時代の文学
　
中の （中） 』一
九七九・一、塙書房による また『経国集』 「梵門」の詩に見える「天花」は「散華」に当た （ 『国風暗黒時代の文学
　
中の
（下） Ⅱ』一九八六・一二、塙書房による）
（
13）中野方子『平安前期歌語の和漢比較文学的研究』 （二〇〇五・一、笠間書院） 、初出は「古今集歌人と仏教語
―
法会の歌
―」
（ 『和歌文学研究』八十号、和歌文学研究会、二〇〇二・六）による。
（
14）佐田公子「 『古今和歌集』春歌下
　
貫之の落花の歌について―
「散華」との関わりの可能性―」 （ 『中古文学』第七三号、二〇〇四・五、中古文学会）による。氏は「不妨兼有散華天」が「維摩詰所説教経観衆生品第七」の一節に基づいていることを詳細に解説している。また、 『古今集』一一五〜一一七番の貫之 の底流 「散華」のモチーフがあったと論じているが、本稿第二節に引用した八代集における「散りかふ」の唯一の用例は、この一一六番歌である。
（
15）渡辺実校注『伊勢物語』 （新潮日本古典集成、 九七六・ ）
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の巻末の解説による。
（
16） 『東大寺要録』一の本願章一に、 「於金鐘山寺、良弁僧正奉為聖朝。請審祥師、初講華厳経。其年天皇御歳四十満賀之設講。初開講時、空現紫雲」とある。
（
17）山口博氏は 天皇の宝算賀という公式行事 おいて長歌が献上されたこと、その長歌を史書が全句採録し論評を加えたことに意味があり、 「平安和 歴史にお て、和歌が公の文学であろうとする宣言が 仁明朝において初めてなされた」と指摘する（注６
　
前掲書による） 。
（
18） 『三代実録』巻十五清和天皇（貞観十年十月五日）による。
（
19） （ 四十七光孝天皇（貞観十年十月五日）による。
（
20） 『菅家文草』巻第十一願文「為南中納言〔南淵 名〕 、奉賀右丞相〔藤原基経〕四十年法会 。貞観十八年九月。 」 （六四八による。
（
21）佐藤道子「法華八講会
―
成立のことなど
―」 （ 『文学』一九八
二・二）による。
◇
 本文中に引用した詩歌ならびに作品番号と訓読および表記は、以下に拠り、表記と訓読は場合によって勘案した。
『古今和歌集全評釈』 （竹岡正夫、一九七六・一一、右文書院）『古今和歌集』 〔新日本古典文学大系〕 （一九八九・二、岩波書店）『古今和歌集』 〔新編日本古典文学全集〕 一九 四・ 一・小学館『万葉集』①〜④〔新編日本古典文学全集〕 （一九 四・五〜 九九
六・八、小学館）
『万葉集』一〜四〔新日本古典文学大系〕 （一九九九・五〜二〇〇
三・八、岩波書店）
『後撰和歌集』 〔新日本古典文学大系〕 （一九九〇・四、岩波書店）『拾遺和歌集』 〔新日本古典文学大系〕 （一九九〇・ 、岩波書店）『後拾遺和歌集』 〔新日本古典文学大系〕 （一九 四・四、岩波書店）『金葉和歌集
　
詞花和歌集』 〔新日本古典文学大系〕 （一九八九・九、
岩波書店）
『千載和歌集』 〔新日本古典文学大系〕 （一九九三・四、岩波書店）『新古今和歌集』 〔新日本古典文学大系〕 （一九 二・一、岩波書店）『新編国歌大観』巻二私撰集編（一九八四・三初版・ 六
 六
版、角川書店）
『新編国歌大観』巻三私家 編Ⅰ（一九八五・五、角川書店）『白楽天全詩集』 〔続国訳漢文大成〕 （佐久節校注、一九七八 六、
日本図書センター）
『白氏文集』 〔新釈漢文大系〕 （一九九八・七〜二〇一七・九、明治
書院）
『白氏文集歌詩索引』 （平岡武夫・今井清編、一九八九・一 、同朋
舎）

（くぼ
　
みずよ・西宮市立西宮高等学校非常勤）
